
（13）平成17．１．１

市
民
の
方
か
ら
桜
の
木
の
寄
贈

の
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
「
豊
か
な
緑
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
事
業
所
や
ご
家
庭
の

庭
、
公
民
館
な
ど
に
桜
の
木
を
植

樹
し
、
育
て
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
美
し
い
緑
の
景
観

づ
く
り
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

桜
の
種
類
と
大
き
さ：

ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
＝
高
さ
三
・
五
〜
四
・
五
メ

ー
ト
ル
　

植
樹
時
期：

一
月
〜
二
月
（
予
定
）

対
象
者：

市
内
在
住
者
・
市
内
の

事
業
所
・
自
治
公
民
館
・
地
区
公

民
館
な
ど

条
件

（
一
）
植
樹
場
所
に
四
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
が
入
る
こ
と
。

（
二
）
直
径
百
二
十
セ
ン
チ
、
深

さ
八
十
セ
ン
チ
程
度
の
穴
を
事
前

に
掘
り
、
業
者
と
一
緒
に
植
樹
作

業
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
。

申
込
締
切：

一
月
二
十
一
日
（
金
）

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

企
画

課
（
0
２
２
―
８
１
６
１
）

一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま

で
は
、
学
校
給
食
週
間
で
す
。

倉
吉
市
学
校
給
食
会
と
教
育
委

員
会
で
は
、
全
国
学
校
給
食
週
間

の
期
間
に
、
給
食
に
関
す
る
児
童

生
徒
の
作
品
と
学
校
給
食
に
関
す

る
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
学
校
給
食
の
試
食
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。
多
数
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

●
学
校
給
食
児
童
生
徒
作
品
展

と
き：

一
月
二
十
四
日
（
月
）
〜
一

月
三
十
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午

後
五
時

と
こ
ろ：

倉
吉
未
来
中
心
ア
ト
リ

ウ
ム

内
容：

児
童
・
生
徒
の
作
品
…
図

画
・
習
字
・
標
語
・
作
文
・
給
食

委
員
会
の
活
動
状
況
な
ど
　
　
　

給
食
週
間
行
事
食
の
展
示
…
当
日

の
給
食
・
原
材
料
・
メ
ニ
ュ
ー
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
の
展
示

給
食
メ
ニ
ュ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
・
試

食
コ
ー
ナ
ー〈
一
月
三
十
日（
日
）〉

チ
ャ
レ
ン
ジ
栄
養
士
作
品
展
示

●
学
校
給
食
試
食
会

試
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
そ
の
日
の

学
校
給
食
料
理
と
同
じ
で
す
。
ぜ

ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き：

一
月
二
十
五
日
（
火
）
・
二

十
六
日
（
水
）（
二
日
間
）

各
日
午
前
十
一
時
三
十
分
〜
午
後

零
時
三
十
分

と
こ
ろ：

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
（
生
田
）

参
加
費：

無
料

申
込
受
付：

各
日
先
着
二
十
五

人
、
計
五
十
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
期
限：

一
月
十
四
日
（
金
）

※
申
し
込
み
先：

市
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
（
0

２
８
―
３
３
４

３
／
4
２
８
―
３
６
４
９
）

農
林
水
産
省
で
は
、
二
月
一
日

現
在
で
、
全
国
一
斉
に
農
林
業
の

国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る
「
２
０
０

５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
五
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切

な
調
査
で
す
。

一
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
調
査
員

が
伺
い
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

情
報
政
策
課

（
0
２
２
―
８
１
５
０
）

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

公庫住宅ローンの返済相談はお気軽に
「不景気で収入が減りローンの返済額を抑えたい」、「ボーナス払いの負担を軽くしたい」など
返済にお悩みの人のために、公庫では返済相談を受け付けています。
休日相談：毎月第1・3日曜日　※問い合わせ先：住宅金融公庫中国支店（0082-221-8709）

1日
2日
3日
9日
10日
16日
23日
30日

（土）
（日）
（月）
（日）
（祝）
（日）
（日）
（日）

信生病院
藤井政雄記念病院
野島病院
県立厚生病院
垣田病院
信生病院
藤井政雄記念病院
垣田病院

1月　
と　き ところ（内科）

県立厚生病院
北岡病院
清水病院
北岡病院
野島病院
清水病院
県立厚生病院
野島病院

ところ（外科）

休日の診療機関 受付時間：午前8時～翌朝午前8時

桜
の
木
を
育
て
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集

回

第
１
回

日　時 内　容

2月3日（木）
測定受付13:30～14:30
14:30～16:00

（測定）骨評価測定
（講演）「若い頃からの骨粗しょう症、転倒
予防」池田整形外科医院 池田院長

第
２
回

2月9日（水）
受付10:00～10:15
10:15～11:45

（プール体験・講演）「プールを利用した骨を支
える筋力アップ」 倉吉スイミング 横山指導員
※プール利用料金が必要

第
３
回

2月21日（月）
受付9:15～9:30
9:30～16:30

（講演・実習）「骨を丈夫にする食生活」
倉吉市役所 谷口栄養士

（体操体験・講演）「骨を支える筋力アップのた
めの体操」清水病院 大前健康運動指導士
（個別相談）栄養士・保健師

骨から若返る教室にご参加を
女性に多い骨粗しょう症や、転倒を若い頃から予防するため、

ぜひご参加ください。参加を希望する人は、1月24日（月)まで
に、電話でお申し込みください。なお、定員になりしだい締め
切らせていただきます。
日程・内容

ところ：成徳公民館・2月9日は倉吉市営温水プール
対象者：45歳（昭和34年生まれ）～65歳（昭和14年生まれ）の女性
◎平成15年度に同教室を受講した人はご遠慮ください。
募集人員：30人程度
※申込・問い合わせ先：長寿社会課保健係（022－8173）

鳥取県最低賃金
1時間611円　効力発生日 平成16年10月1日

産業別最低賃金
電気機械器具等

製造業最低賃金
1時間708円

効力発生日

平成16年12月20日

効力発生日

平成15年12月20日

（平成16年度改正なし）

1時間681円
各種商品小売業

最低賃金

Information

学
校
給
食
週
間
行
事
に

ご
参
加
を
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成分献血にご協力を ◎事前に申込が必要です。電話でお申し込みください。
と　き ところ 申込期限

1月11日（火）
9:00～12:00
13:30～16:30

中部総合事務所 福祉保健局 駐車場
1月5日（水）

倉吉市水道局　駐車場

※申込・問い合わせ先：市長寿社会課（022-8173）/福祉保健局健康支援課（023-3144）

～ごみの減量化で地域の自然環境を守ろう～

倉吉ジュニアオーケストラ
倉吉に伝わる天女と童子の物語を「打吹童子ばやし」という

形にして、打吹天女伝説、打吹山をふるさと自慢として伝えて

いこうと平成4年に設立以来、多数のイベントに出演し、平成

14年には、カンボジアの子どもたちとの交流がきっかけでアン

コールワットの町での交流演奏も行いました。団員は小学校2～

6年生で30人です。年齢の違う子どもたちが助け合い教え合う

中で、さまざまなことを学びながら活動しています。倉吉の魅

力を打吹童子ばやしを通じて多くの方々に伝えられるよう、こ

れからもがんばりたいと思

います。団員、支援会員と

もに随時募集しています。

事務局：倉吉まちづくり協

議会内

047-1184

ホームページ http://www.treaming.net/doujibayashi/

打吹童子ばやし
平成6年に結成、翌7年8月に初の演奏会を開き、以来7回の定

期演奏会を開催してきました。平成14年には国民文化祭「オー

ケストラの祭典」に出演。昨年は京フィル「夢いっぱいコンサ

ート」、とっとり童謡音楽祭、倉吉天女音楽祭に参加、3月には

第２回「弦楽フェスティバル」開催と幅広く演奏活動を行いま

した。

児童、生徒のころから弦楽器に親しみ、演奏技術を修得して

将来一般社会でオーケストラ活動に参加できることを目指して

います。団員は現在中級

クラス18人、初心者クラ

ス11名。代表は山田衞生

です。初心者クラスは年

次的に募集します。

事務局：山田・宮川

035-3648

倉吉市の文化団体を紹介します
～今回のキーワード：子どもたちが主人公～

Information

◆倉吉市では、平成8年からごみの分別収集などの取り組

みを進めていますが、いったん減ったごみの搬入量は再

び増加しています。これは、商品の多様化、生活様式の

変化、事業所から出る紙ごみなどの増加等が原因として

考えられます。

◆これまで私たちは、便利で豊かな生活を追い求めてきま

したが、それはごみについて無頓着な生活を定着させて

きました。

◆製品を製造するときには、さまざまな資源やエネルギー

が必要ですが、天然資源には限りがあります。二酸化炭

素などの温室効果ガスが増えれば、地球温暖化にもつな

がります。

ごみ処理にかかる経費も増加し、新たな最終処分場も必

要となります。

◆豊かな環境と資源を次の世代に引き継ぐためにも、使い

捨て社会に別れを告げ、限りある資源を有効に使うこと

で、環境への負担を出来るだけ減らす循環型社会にむけ

ての取り組みを進めましょう。

今日からできる取り組み

（１）ごみになる物を受け取らない･･･買い物の時、レジ

袋・過剰包装は断りマイバッグを利用しましょう。

（２）ごみになる物の量を減らす･･･詰め替え商品を利用し

ましょう。 食材は余らせず、使いきりましょう。レ

ンタルもうまく利用しましょう。

（３）繰り返し使う･･･要らなくなったものは人に譲りまし

ょう。（リサイクルショップや古本屋、フリーマーケ

ットを利用する方法も ）リサイクル商品を利用しま

しょう。

（４）資源として使う･･･最終的に「ごみ」として捨てる時

は、別の製品をつくるための原料などとして再生利

用（リサイクル）できるように分別し、 食品トレイ

や牛乳パックなど、資源の回収に協力しましょう。

※問い合わせ先：企画課（022-8161）

リサイクル収集ボックス
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毎
年
行
っ
て
い
る
水
鳥
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
は
、

三
明
寺
橋
か
ら
田
内
橋
ま
で
の
狭
い
範
囲
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
鳥
や
動
物
が
現
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
鳥
で
は
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
コ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
二
十
七
種
が
観
察
で
き

ま
し
た
。
イ
タ
チ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
よ
う
な
夜

行
性
の
哺
乳
類
に
出
会
っ
た
年
も
あ
り
ま
し

た
。鳥

た
ち
は
姿
だ
け
で
な
く
、
落
と
し
物
で
も

存
在
を
示
し
ま
す
。
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
の
カ

ル
ガ
モ
の
糞
は
歓
迎
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
色
と
柔
ら
か
さ
か
ら
何
を
食
べ
て

い
る
の
か
想
像
で
き
る
材
料
と
な
り
ま
す
。
休

息
に
上
が
っ
て
く
る
場
所
も
分
り
ま
す
。

カ
モ
や
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
休
む
場
所
で
は
、

た
く
さ
ん
の
羽
根
が
落
ち
て
い
ま
す
。
色
や
模
様
か
ら

種
類
が
分
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
調
べ
る
の
も
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
カ
モ
類
の
雄
は
、
子
育
て
の
春
か
ら
夏
に
か

け
て
は
目
立
た
な
い
た
め
に
雌
と
同
じ
よ
う
な
地
味
な

羽
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
秋
日
本
に
渡
来
し
た
あ
と
、

冬
前
に
は
き
れ
い
な
繁
殖
羽
に
生
え
変
わ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
羽
根
が
た
く
さ
ん
に
落
ち
て
い
る
の
で
す
。
羽

先
が
す
り
切
れ
た
も
の
も
あ
り
、
渡
り
の
厳
し
さ
を
感

じ
ま
す
。

鳥
そ
の
も
の
の
観
察
以
外
で
も
多
く
の
こ
と
が
学
べ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

一
月
十
日
（
月
・
祝
）
午
前
九
時
か
ら

集
合
場
所

東
中
学
校
裏
小
鴨
川
河
川
敷

※
双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先倉

吉
博
物
館
（
0
２
２
｜
４
４
０
９
）

倉吉博物館 022－4409
●おはなしかい講座
を開催します。
おはなし会に役立

つ手袋人形を作って
みませんか？講師に
よる実技も見ること
ができます。定員が
限られていますので、
お早めにお申し込み
ください。
日時：1月28日（金）午前10時～正午
場所：倉吉交流プラザ2階　第一研修室
講師：西岡恵子さん　定員：30人　参加費：実費
※申込・問い合わせ先：図書館（047-1183）
※1月20日（木）までにお申し込みください
●お待たせしました！雑誌のリサイクル市開催です。
毎年好評の「雑誌のリサイクル市」を今年も開催し

ます。保存年限の過ぎた雑誌を無料で配布しますので、
持ち帰り用の袋を持参してください。
日時：1月29日（土）午前9時～午後4時
場所：倉吉交流プラザ2階　視聴覚ホール

平
成
十
六
年
最
後
の
ワ
ク
ワ
ク
講

座
（
公
民
館
主
催
、
年
間
六
回
実
施
）

は
、
地
域
の
伝
統
的
文
化
の
継
承
を

目
的
に
、「
正
月
用
し
め
縄
づ
く
り
」

講
習
会
を
十
二
月
五
日
（
日
）
の
午

後
、
西
郷
公
民
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
小
学
生
か
ら
九
十
歳
ま

で
の
四
世
代
、
総
勢
二
十
人
あ
ま
り

で
し
た
。

講
師
に
、
北
村
恵
美
子
さ
ん
（
上

余
戸
）
を
迎
え
、
ま
ず
、
わ
ら
の
そ

ぐ
い
方
・
打
ち
方
を
教
わ
り
、
次
に

基
本
的
な
縄
の
な
い
方
を
習
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
い
よ
い
よ
本
番
の
し
め

縄
づ
く
り
、
な
か
な
か
上
手
に
な
え

ず
、
悪
戦
・
苦
闘
し
な
が
ら
な
ん
と

か
三
種
類
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
か
ん
飾
り

袋
を
の
し
紐
（
紅
白
、
金
銀
）
で
編

み
上
げ
る
方
法
、
御
幣
（
ご
へ
い
）

の
作
り
方
も
習
い
ま
し
た
。
最
後
に

出
来
上
が
っ
た
し
め
縄
に
、
裏
白
、

譲
り
葉
、
み
か
ん
、
御
幣
な
ど
を
飾

り
つ
け
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

見
事
な
出
来
ば
え
に
？
み
ん
な
が

大
喜
び
。
こ
れ
で
楽
し
い
正
月
が
迎

え
ら
れ
そ
う
で
す
。

（
座
長
　
牧
山
俊
彦
さ
ん
）

西郷
「
正
月
用
し
め
縄
づ
く
り
」

「
今
、
あ
な
た
の
目
の
前
に
倒
れ

て
い
る
家
族
が
い
ま
す
、
ど
う
し
ま

す
か
？
そ
ん
な
時
、
あ
な
た
の
対
応

し
だ
い
で
生
死
を
分
け
ま
す
」
と
の

呼
び
か
け
で
成
徳
地
区
消
防
部
で
は
、

地
区
全
体
に
呼
び
か
け
て
救
急
講
習

会
を
し
ま
し
た
。

講
師
に
倉
吉
消
防
署
救
命
士
の
毛

利
忠
彦
さ
ん
、
表
智
和
さ
ん
を
招
き
、

心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
お
餅
を
の

ど
に
つ
め
た
と
き
の
取
り
方
、
そ
し

て
健
康
と
生
活
習
慣
の
大
切
さ
に
つ

い
て
講
話
を
聞
い
た
あ
と
に
実
技
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
真
剣
に
取
り
組

み
な
が
ら
も
「
実
技
が
上
手
だ
か
ら

○
○
さ
ん
の
前
で
倒
れ
る
と
助
け
て

も
ら
え
る
な
あ
！
」
と
大
笑
い
の
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
で
改
め
て
倒
れ
た
人

を
見
つ
け
た
ら
「
勇
気
を
持
つ
こ
と
」

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
成
徳
地
区
自
治
公
消
防
部
長
会

会
長
　
山
田
武
津
男
さ
ん
）

成徳
「
知
っ
て
い
ま
す
か
、

命
の
連
携
プ
レ
ー
」

小
鴨
川
の
水
鳥
を
み
よ
う

倉
吉
博
物
館
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

ピポ
ル

047－1183 447－1180
URL:http://www.lib.city.kurayoshi.tottori.jp/
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433・17・24・31日は休館日／
11日は祝日の振替休日／
27日は月末資料整理休館日
○…おはなしかい(14時～)
◎…あかちゃんのおはなしかい（11時～）
年末年始休館：12月29日（水）～1月3日（月）

1月の休館日
カレンダー

日
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結
核
予
防
の
た
め
、
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

行
い
ま
す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
が
陰
性
の
乳
幼
児
が
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
四
歳
ま
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
最
後
の
機
会
と
な
り
ま

す
。
四
月
か
ら
は
生
後
六
カ
月
を

過
ぎ
た
乳
幼
児
が
接
種
を
受
け
る

場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

該
当
者：

平
成
十
六
年
十
一
月
三

十
日
以
前
に
生
れ
た
四
歳
未
満
の

未
接
種
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
針
痕
九
個
以

下
の
乳
幼
児

今
回
通
知
者：

平
成
十
六
年
三
月

一
日
生
れ
か
ら
平
成
十
六
年
十
一

月
三
十
日
生
れ
ま
で
の
乳
児

接
種
方
法：

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
行
い
、
二
日
後
に
判
定
し

て
陰
性
の
児
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行

い
ま
す
。

持
参
す
る
物：
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
時
に
個

人
票
・
通
知
の
は
が
き

◎
当
日
は
、
出
か
け
る
前
に
必
ず

該
当
の
乳
幼
児
の
体
温
を
測
っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
◎
指
定
の
日

に
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
該
当
日
以
外
の
日
程
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
◎
生
後
三

カ
月
か
ら
が
対
象
で
す
の
で
、
原

則
と
し
て
十
月
生
ま
れ
は
二
月
以

降
に
、
十
一
月
生
ま
れ
は
三
月
の

日
程
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
次
に
該
当
す
る
乳
幼
児
は
接
種

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

●
発
熱
し
て
い
る
。
●
現
在
重
い

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
。
●
同
じ

ワ
ク
チ
ン
で
以
前
に
副
反
応
が
あ

っ
た
。
●
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
と
診

断
さ
れ
て
い
る
。
●
は
し
か
、
水

痘
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
な

ど
の
病
気
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以

内
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
て
四
週
間
を
経
過
し
て
い

な
い
。
●
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
一

週
間
を
経
過
し
て
い
な
い
。
●
結

核
、
そ
の
他
の
予
防
接
種
に
よ
る

ケ
ロ
イ
ド
が
認
め
ら
れ
る
。

■
乳
幼
児
が
次
に
該
当
す
る
場
合

は
医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い

●
心
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
の
疾

患
、
血
液
疾
患
、
お
よ
び
発
育
障

害
が
明
ら
か
な
場
合
。
●
前
回
の

予
防
接
種
で
二
日
以
内
に
発
熱
が

あ
っ
た
。
●
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
。

●
過
去
に
け
い
れ
ん
症
状
が
あ
っ

た
。
●
ま
ん
え
ん
性
の
皮
膚
病
に

か
か
っ
て
い
る
。
●
副
腎
皮
質
ホ

ル
モ
ン
剤
を
（
注
射
･
内
服
等
全

身
的
に
）
使
用
し
て
い
る
。

◎
結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
は
生

後
六
カ
月
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
と

な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

1月19日（水）

1月21日（金）

対　象

食事や運動のことなど普段の生
活習慣を振り返り、健康面につ
いてどなたでも気軽にご相談く
ださい。

日　程 時　間

受付
13時30分～15時30分

内　容

保健師による健康相談
・希望の人には身体測定・血圧測定
体脂肪測定を行います。

栄養士・保健師による個別相談
・栄養相談は予約が必要です。
（1日4人、1人30分程度）

予約先：長寿社会課（022-8173）

40歳以上の人で、腰痛や膝の
痛みなどで生活に支障を感じて
いる、身体機能に障害がある等
で相談・リハビリ指導を希望す
る人はご参加ください。（要介護
認定を受けている人は対象外です）

※初めて参加する人は、

1月5日の医師による健康相

談日の、午後2時30分まで

においでください。

対　象 日　程 時　間 内　容

1月 5日（水）

1月 7日（金）

1月12日（水）

1月14日（金）

受付
13時00分～14時45分

受付
13時00分～15時00分

温熱療法

医師による健康相談
※次回は2月2日の予定です。

理学療法士によるリハビリ指導
保健師による健康相談

温熱療法

温熱療法

理学療法士によるリハビリ指導
保健師による健康相談　
※送迎があります

健康相談
1月20日（木）

栄養相談
1月27日（木）

保健センター健康相談

ゆったりサロン（個別機能訓練事業）

長寿社会課保健係(022-8173） 

◎理学療法士の指
導は1月12日又は
1月19日のどちら
か一方の利用とな
ります。
1月19日は送迎

がありますので、
希望者（自力での
参加が困難な人）
は事前にご連絡く
ださい。

1月保健センター事業のご案内（伯耆しあわせの郷内） ※伯耆しあわせの郷　無料バスをご利用ください。
問い合わせ先：倉吉市保健センター（026-5670）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
四
歳
ま
で
に

該当児

未接種児 1月19日
（水）

1月21日
（金）

平成16年
3･4月生まれ

1月24日
（月）

1月26日
（水）

平成16年
5･6月生まれ

1月25日
（火）

1月27日
（木）

平成16年
7･8月生まれ

2月15日
（火）

2月17日
（木）

平成16年
9･10月生まれ

2月16日
（水）

2月18日
（金）

平成16年
11月生まれ

3月15日
（火）

3月17日
（木）

ツベルクリン ＢＣＧ

受付時間：午後1時～2時40分
ところ：倉吉市保健センター

（伯耆しあわせの郷内）

平成16年度 冬期
ツベルクリン反応検査

BCG予防接種 日程表

この広報は大豆インクを 
使用しています 古紙配合率100％再生紙を使用しています 




